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私
の
う
ち
は
、
祖
父
母
と
両
親
と
弟

が
い
て
、
六
人
家
族
で
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
病
気
で
ね
こ
ん
で
い

ま
す
。う

ち
の
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
や

私
が
五
歳
く
ら
い
の
と
き
ま
ち

a

で
う
ど
ん
を
作
っ
て
い
ま
し
』

b40
ア
』

た
。
手
打
ち
う
ど
ん
で
す
。
む

i

今
、
物
置
き
に
な
っ
て
い
る
所
有
う
ど

t
つ

ん
を
作
る
場
所
で
す
。
物
置
き
に
は
、
古

J

せ

い
機
か
い
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
も
う
さ
び
ノ
ハ
ド
¥

て
い
ま
す
が
、
じ
い
ち
ゃ
ん
に
と
っ
た
ら
や
~
心

思
い
出
の
し
な
で
す
o

ち

ペ

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
あ
せ
を
な
が
し
て
い
い
メ

つ
も
う
ど
ん
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
私
じ

は
い
つ
も
作
る
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

作
る
方
法
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
平
ら
で
長

い
も
の
を
三
つ
お
り
に
し
て
、
切
っ
て
い
た
こ
と
は

お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
み
ん
な
同
じ
よ
う
花
、
ほ
そ
長
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く
き
れ
い
に
切
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
玉
に
し
て

木
の
箱
に
な
ら
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
だ
し

を
作
っ
て
お
客
を
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
と
き
ど
き
私

た
ち
に
作
っ
て
く
れ
た
の
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
私

た
ち
に
作
っ
て
く
れ
た
う
ど
ん
は
、
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
o

吉野智美

cl1歳)

長浜@小学生

客
に
売
る
う
ど
ん
を
や
め
て
か
ら
も
じ
い
ち
ゃ
ん

は
年
こ
し
そ
ば
や
う
ど
ん
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も

お
い
し
い
で
す
。
私
は
も
う
一
度
、
じ
い
ち
ゃ
ん
に

作
っ
て
も
ら
っ
て
み
ん
な
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

う
ち
の
お
と
う
さ
ん
は
す
し
屋
を
し
て
い
ま
す
o

重義

4与
立三塁

で
も
出
前
を
も
っ
て
行
く
人
が
な
い
の
で
困
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
う
ど
ん
を

や
め
て
出
前
を
し
て
い
ま
す
。

晴
れ
の
日
に
出
前
を
す
る
の
は
ら
く
だ
け
ど
、

雨
の
日
に
出
前
を
す
る
の
は
大
へ
ん
で
す
。
か
つ

ば
を
き
て
長
ぐ
つ
を
は
い
て
、
出
前
の
箱
を
も
っ

て
行
く
の
で
す
。
そ
れ
も
自
転
車
に
乗
っ
て
か
た

手
運
転
で
す
o

元
気
な
人
だ
っ
て
大
へ
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
「
た
だ
い
ま
」
と
言
っ
て
雨
に
ぬ
れ
て

帰
っ
て
く
る
と
、
か
わ
い
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
「
出
前
は
と
て
も
大
へ
ん
だ
な
」

と
思
い
ま
す
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ね
こ
ん
で
い
る
の
で
じ
い
ち
ゃ

ん
が
出
前
の
あ
い
ま
を
ぬ
っ
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

ご
は
ん
や
ほ
か
の
せ
わ
も
し
て
い
ま
す
。

私
は
じ
い
ち
ゃ
ん
に
よ
く
し
て
あ
げ
た
乙
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
お
う
ち
ゃ
く
ば
か
り
言
っ

て
い
た
の
で
す
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
、
じ
い
ち
ゃ

ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
せ
つ
に
し
た
い
の
で
、
長
生

き
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

長
浜
町
議
会
第
二
問
定
例
会
が
七
月
二
十
一
日
に
長
浜
町
体
育
館
で
開
か
れ

補
正
予
算
や
条
例
制
定
案
な
ど
上
程
ち
れ
た
十
六
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
こ
と
の
う
ち
、
お
も
な
も
の
の
内
容
は
次
の
通
り
つ

ま
た
、
今
議
会
で
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
三
人
の
議
員
が
合
わ
せ
て
六
件
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
六
ペ
ー
ジ
の
通
り
。

災

害

弔

慰

金

を

支
占、ら
11、口

死
亡
者
が
出
た

場
合
は
そ
の
遺

族
に
災
害
弔
慰

金
を
支
給
、
あ

る
い
は
、
被
害

世
帯
に
対
し
て
は
災
害
援
護
資
金
の
貸

付
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
の
お
も
な
内
容
は
次
の
通

hυ
。

マ
支
給
お
よ
び
貸
付
の
対
象
と
な
る
災

害
は
、
暴
風
雨
9

豪
雨
。
一
一
豪
雪
⑨
洪
水

@
地
震
@
そ
の
他
異
常
な
自
然
現
象
に

災
害
援
護
資
金
を
貸
付

「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援

護
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
」
を

定
め
、
こ
と
し
七
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
定
め
ら

れ
た
関
係
法
律
に
基
づ
き
市
町
村
が
条

例
化
し
た
も
の
で
、
自
然
災
害
に
よ
り

よ
り
被
害
を
受
け
た
場
合
で
、
一
つ
の

市
町
村
の
区
域
内
で
五
世
帯
以
上
の
被

害
が
出
る
災
害
で
死
亡
者
が
出
た
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。

災

害

弔

慰

金

マ
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
遺
族
は
①
配

偶
者

ω子
③
父
母
④
孫
⑤
祖
父
母
l
の

範
囲
で
、
こ
の
順
位
に
よ
り
支
給
。

マ
弔
慰
金
の
額
は
、
遺
族
と
な
る
人
の

生
計
を
主
と
し
て
維
持
し
て
い
た
人
が

死
亡
し
た
場
合
は
百
万
円
、
そ
の
他
の

場
合
は
五
十
万
円
。

マ
ζ

の
費
用
は
県
が
四
分
の
一
二
、
町
が

四
分
の
一
を
負
担
。

災
害
援
護
資
金
の
貸
付

マ
貸
付
限
度
額
は
次
の
通
り
。

①
・
白
帯
主
の
一
か
月
以
上
の
負
傷

:
三
十
万
円

②
:
家
財
の
三
分
の
一
以
上
の
損
害

:
一
二
十
万
円

③
:
住
居
の
半
壊
;
:
:
四
十
万
円

④
・
住
居
の
全
填
:
:
七
十
万
円

⑤
・
・
・
①
と
②
が
童
復
し
た
場
合

:
・
六
十
万
円

⑥・
-a

①
と
③
が
童
復
し
た
場
合

-
固
・
・
目
七
十
万
円

⑦
・
・
・
①
と
④
が
重
復
し
た
場
合

・
・
・
百
万
円

③
:
・
住
居
の
全
体
が
損
壊
し
、
も
し
く

は
流
失
し
、
ま
た

鰯
議
綿
密
q

は
、
こ
れ
と
同
等

議
鱈
一
J
と
認
め
ら
れ
る
特

F
ふ
議
壊
み
が
÷
む
例
の
事
情
が
あ
る

ぎ〆
iby閥
的

場

合

・

百

万

円

安
ア
¥
盤
機
総
動
マ
償
還
期
間
は
十

弘
同
一
点
円
、
犠
額
全

J

守

護

の

年

。

措

置

期

間

は

こ

三
川
畿
験
機
関
の
う
ち
三
年
(
厚
生

磐
九
機
騒
生
大
臣
が
被
害
の
程
度

そ
の
他
の
事
情
を
勘

案
し
て
定
め
る
場
合
は
五
年
)

0

償
還

方
法
は
年
賦
ま
た
は
半
年
賦
。

マ
乙
の
資
金
は
県
が
全
額
無
利
子
で
市

町
村
に
貸
付
け
る
も
の
で
す
。

日
路
線
を
町
道
に

認
定

次
の
十
四
路
線
を
新
し
く
町
道
に
認

定
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

(
カ
ッ
コ
内
は
新
路
線
名
)

回
の
淵
農
道
(
田
淵
三
号
線
)
二
三

二
村
山
、
叶
松
農
道
(
叶
松
@
大
越
線
)

て
一
一
八

M
、
大
越
中
央
農
道
(
大

越
中
央
線
)
一
、
四
六
六
阿
川
、
平
尻
農

道
(
平
尻
線
)
一
七
五
封
、
橋
立
農
道

(
橋
立
上
線
)
一
二

O
M、
刈
屋
林
道

(
曲
淵
線
)
八
二
五
討
、
桜
ナ
ベ
線
農

道
(
桜
二
号
線
)
八

O
O
N、
大
越
農

道
(
大
越
線
)
三
八

O
M、
山
神
坊
農

道
(
山
神
坊
線
)
七
六
八
村
川
、
峰
大
越

農
道
(
峰
大
越
二
号
線
)
八
九
六
M
州、

桜
農
道
支
一
線
(
桜
三
号
線
)
二
二

O
M川
、
(
田
淵
二
号
線
H

舗
装
新
設



中 3中

分
)
一
四
六
い
川
、
(
出
海
小
学
校
線

H
新
設
改
良
分
)
ム
ハ
二
い
川
、
(
出
海

小
学
校
支
線
リ
新
設
改
良
分
)
一
七

M

五
O
刊
ン
O

軍自民

補 災
正害

復
旧
費
な
ど

世 4翠窓込宮里昼

一
般
会
計
に
今
回
二
億
三
千
八
百
八

十
六
万
五
千
円
を
補
正
、
当
会
計
総
額

は
二
十
億
五
千
九
百
五
十
八
万
二
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事

業
、
簡
易
水
道
事
業
の
各
特
別
会
計
に

も
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
補
正
は
、
景
気
浮
揚
対
策

の
一
つ
と
し
て
公
共
事
業
な
ど
投
資
的

建
設
事
業
に
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
!
と
す
る
国
の
施
策
の
流
れ

か
ら
例
年
よ
り
早
く
各
事
業
の
内
一
不
決

定
が
行
わ
れ
、
当
町
も
こ
れ
に
呼
応
し

て
補
正
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

各
会
計
補
正
予
算
の
お
も
な
使
い
み

ち
は
次
の
通
り
。

総
務
費
青
島
丸
建
造
特
別
委
員
会

の
活
動
費
九
十
五
万
円
。

民
生
費
櫛
生
の
高
峰
地
区
道
路
E

上
老
松
の
上
成
地
区
道
路
@
須
沢
一
机
干

水
排
水
路
Q

出
海
浜
下
水
排
水
路
ー
の

事
業
費
。
白
滝
保
育
所
建
設
事
業
費
。

衛
生
費
櫛
生
地
区
簡
易
水
道
敷
設

に
伴
う
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
七
百
十
八
万
六
千
円
。

農
林
水
産
業
費
柴
の
柿
早
地
区
小

集
団
地
育
成
対
策
事
業
費
補
助
金
二
十

二
万
七
千
円
。
常
緑
果
樹
振
興
(
口
山
一
也

更
新
)
補
助
金
二
百
二
十
一
万
八
千

円
。
団
体
営
農
道
負
担
金
な
ど
に
五
百

二
十
万
七
千
円
。
農
道
新
設
改
良
に
伴

う
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
原
材
料
費

百
五
十
万
円
。
第
二
次
農
業
構
造
改
善

湿器量雰b し警葱萎翠葱翠翠露譲怒愛滋窓癒豪華

事
業
の
計
画
一
部
変
更
に
伴
う
減
額
五

百
七
十
八
万
円
。
田
ノ
淵
水
路
(
白
滝
)

ほ
か
四
か
所
士
地
改
良
事
業
費
。
須
沢

地
区
治
山
治
水
事
業
費
。
沖
浦
船
溜
し

ゅ
ん
せ
つ
工
事
費
。
投
石
魚
礁
補
助
金

八
十
二
万
円
。
櫛
生
漁
港
局
部
改
良
事

業
費
。商

工
費
街
路
灯
新
設
改
良
費
。
尚

庖
街
ア
ー
ケ
ー
ド
事
業
費
補
助
金
百
万

円
、
海
の
祭
典
行
事
費
そ
の
他
施
設
整

備
費
八
十
万
円
。

土
木
嚢
港
町
(
長
浜
)
舗
装
補
修

ほ
か
八
か
所
の
工
事
費
。
道
路
橋
梁
維

持
の
た
め
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他

原
材
料
費
百
五
十
万
円
。
出
海
尾
坂

線
、
大
平
線
ほ
か
の
町
道
新
設
改
良

賞
。
水
場
川
堆
積
土
砂
取
除
き
工
事

費
。
港
湾
費
の
県
芦
て
事
費
負
担
金
。

教
育
費
長
浜
小
学
校
用
地
取
得

費
。
白
滝
小
学
校
屋
内
運
動
属
新
築
事

業
費
(
付
帯
工
事
費
・
体
育
用
備
品
費

ほ
か
)

o

白
滝
小
学
校
居
外
便
所
工
事

費
。
長
浜
中
学
校
校
舎
補
修
(
タ
イ
ル

補
修
)
士
事
費
。

災
害
復
旧
費
町
道
島
大
半
線
ほ
か

十
三
か
所
の
公
共
土
木
災
害
復
旧
費
。

日
ノ
浦
農
道
ほ
か
二
線
の
農
業
用
施
設

災
害
復
旧
費
。
石
山
農
地
(
出
海
)
災

害
復
旧
費
。
以
上
い
ず
れ
も
六
月
二
十

二
日
J
二
十
三
日
間
の
栴
雨
前
線
豪
雨

に
よ
る
も
の
。

水
道
事
業
特
別
会
計
上
水
道
会
庫

建
築
費
六
十
五
万
円
。
工
事
用
エ
ン
ン

ン
ポ
ン
プ
購
入
費
十
一
二
万
六
千
円
。

工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計
配
水

管
水
撃
防
止
工
事
費
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
櫛
生
簡

易
水
道
建
設
費
(
五
十
二
年
三
月
完
成

目
標
)

O

未
給
水
地
域
の
水
源
調
査
費

過
疎
地
域
五
か
年
計
画

に
口
事
業
を
追
加

田町選日 /f語句松ノ久保線復iB費も補
正されました

過
疎
地
域
振
興
五
か
年
(
昭
和
五
十

年
度

t
五
十
四
年
度
)
計
画
に
次
の
十

二
件
の
新
規
事
業
を
加
え
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

〔
交
通
通
信
体
系
の
整
備
関
係
〕
東

地
区
生
活
道
路
新
設
事
業
(
延
長
二
七

O
針
。
幅
員
三
e

五
阿
川
)
、
高
峰
地
区

道
路
新
設
事
業
(
延
長
四
四

C
M
・
幅

員
四
阿
川
)
、
上
成
地
区
道
路
新
設
事
業

(
延
長
二
二

C
針
。
幅
員
三
川
)
、
大
一

平
線
舗
装
事
業
(
延
長
二
、
八

C
Cげが

a

幅
員
四
vv
川
)
、
仁
川
滝
柴
線
舗
装
事
業

(
延
長
七
一

O
M
司
幅
員
三
。
八
が
)

背
島
丸
建
造
事
業
(
五

0
ト
ン
級
客
船
一

佳
J
A
)

〔
教
育
文
化
施
設
の
整
備
関
係
〕
柴

の
道
上
集
会
所
新
設
事
業
(
鉄
骨
ブ
ロ

ッ
ク
平
家
建
。
九
九
平
方
ぃ
呂
、
由
良
茂

の
駄
場
集
会
所
新
設
事
業
(
鉄
骨
ぉ
フ
ロ

ッ
ク
一
半
家
建
。
六
六
平
方
針
)

〔
生
活
環
境
施
設
等
厚
生
施
設
の
整

備
お
よ
び
医
療
の
確
保
関
係
〕
公
営
住

宅
新
築
事
業
(
中
高
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
四
階
建
(
一

O
六
戸
)
、
住
宅
新

築
資
金
貸
付
事
業
(
住
宅
資
金
貸
付
十

件
)
、
須
沢
浜
下
水
排
水
路
新
設
」
事
業

(
下
水
排
水
路
施
工
a

六
日
れ
)
、
山
山

海
浜
下
水
排
水
路
新
設
事
業
(
ド
水
排

水
路
施
工
。
一
二
九
村
山
)

備
計
画
に

造
事
業

せ
朽
化
に
伴
う
古
島
丸
建
造
事
業
は

$離。船首iClc，週間
スモ←キンクリーン ftiを長!万三:J、しく

タパコの投げ捨てや、 タバコの不始

末!こよって、道路が、 田Jが、行楽地が

そして白然が?ちされ、火災の原因にも

なっております。

美しい町を、 日本を私たちみんなり

子で守っていきましょう。

たばこの空箱を集めて

手芸品を作りましょう

募集期間 昭和51.8.1-昭和51目11.10

展示会昭和51.11.21-23
(3日間)

スーパーフジ八幡浜居。大iHI広

作品交付 日本専売公社八幡浜営業所

業日本専売公社業

巡
疎
地
域
五
か
年
計
画
の
ほ
か
、
辺
地

総
合
整
備
計
回
の
新
規
事
業
ー
に
も
組
み

入
れ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
の
教
育
委
員
に

有

友

中

心

憲

氏

員

出

海

の

河

井

八

掻
ム
一
氏
が
こ
の
六

劃
月
十
日
付
で
長
浜

友
町
教
育
委
員
を
辞

有
任
さ
れ
た
の
に
伴

う
後
任
の
同
委
員
に
町
長
は
櫛
生
の
有

友
忠
憲
氏
(
五
八
)
を
選
任
、
議
会
の

x
x
 

行

楽

に

安

全

ピ

ン
×
×
 

服
が
ほ
こ
ろ
び
た
と
き
、
安
全
ピ

ン
が
あ
る
と
、
人
目
が
あ
っ

3

て
脱
い
で
繕
え
な
い
と
き
で

C

も
、
そ
の
場
で
応
魚
措
置
が
。

と
れ
る
の
で
助
か
り
ま
す
。
コ

×

〉

〈

〈

衣

類

に

つ

い

た

ア

メ

一

d

×

×

〈

布
さ
れ
に
ダ
イ
コ
ン
お
ろ
し
を
包

み
ア
メ
の
つ
い
た
と
こ
ろ
に
当
て
て

も
む
と
、
ダ
イ
コ
ン
の
ジ
ア
ス
タ
ー

ゼ
が
ア
メ
の
デ
ン
紛
質
を
と
か
す
の

で
簡
単
に
と
れ
ま
す
。

同
意
を
求
め
た
結
巣
、
満
場
一
致
の
同

意
を
得
、
後
任
の
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。2

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
を

承
認

百戸一U
多
灘
漁
港
海
岸
保
全
工
事
を
千
百

三
十
万
円
で
長
浜
の
有
限
会
社
e

長
浜

建
設
と
、
ま
た
、
林
構
林
道
出
石
線
新

設
工
事
を
千
七
百
四
十
八
万
円
で
曲
一
旦
茂

の
佐
々
木
組
と
、
そ
れ
ぞ
れ
請
負
契
約

そ
結
ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

X
V八

お
客
用
の
灰
ざ
ら

×
×
 

テ
ー
ブ
ル
の
飾
り
に
な
っ
て
い
る

高
価
な
伏
ざ
ら
は
、
お
客
に
は
使
い

野
に
く
い
も
の
。
わ
ざ
と
吸
殻

一
慢
を
入
れ
て
お
く
か
、
そ
ば
に

(
〕
実
用
的
な
灰
ざ
ら
を
置
い
て

む
お
く
の
が
客
へ
の
親
切
。

x
x
 

一
(
)
鏡
に
ヘ
ア
叉
プ
レ
j

×
×
 

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
の
揮
発
性
の
決
の

山
げ
に
は
シ
リ
コ
ン
系
の
成
分
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
日
団
一
に
吹
き
つ
け
て

布
で
ふ
く
と
簡
単
に
き
れ
い
に
な
り

ま
す
o



「
若
人
福
社
」
と
い
う
と
と
ば
の
も
と
に
特
に
高
度
経
済
成
長

期
を
透
し
て
の
行
政
的
福
祉
施
策
は
か
な
り
の
充
実
を
み
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
も
真
の
老
人
福
祉
の
目
標
か
ら
し
ま

す
と
福
祉
の
窮
極
で
あ
る
一
人
一
人
の
精
神
的
福
祉
の
充
実
に
ま

で
に
は
至
ら
ず
、
今
後
の
老
人
福
祉
は
μ

心
の
幸
福
H
H

す
な
わ
ち

庁
生
き
が
い
H

を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
町
の
広
報
課
に

お
い
て
、
あ
る
一
部
の
地
域
の
数
人
の
お
年
寄
り
に
「
生
き
が
い
」

に
つ
い
て
話
を
伺
っ
て
み
た
と
こ
ろ
「
仕
事
」
、
す
な
わ
ち
家
庭

や
社
会
に
お
け
る
役
割
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
病
気
は
最
大
の
不
安
事
で
あ
り
、
話
を
伺

っ
た
お
年
寄
り
の
中
に
も
ォ
病
気
で
あ
る
が
た
め
生
き
が
い
を
窓
口

点
れ
て
い
る
人
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
物
的
な
面
に

対
す
る
悩
み
は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
ず
、
さ
す
が
に
μ

明
治
の
人
ρ

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
も
特
徴
の
よ
う
で
す
。

さ
で
、
あ
な
た
の
生
き
が
い
は
?
こ
こ
に
「
私
の
老
後
」

と
題
し
て
、
町
内
各
地
域
の
明
治
生
ま
れ
の
代
表
七
人
の
皆
さ

ん
の
生
き
が
い
の
ほ
ど
を
紹
介
し
あ
な
た
の
生
き
が
い
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

伊-4-

脳輔噂踊崩事揃醐障時轡購藤義額欄瞬輔醐間関掘輔綴諮輔鵠離議蝿廟盗癖密議繍窃額

元
気
で
明
る
く
働
く

山

本

兼
相
悩
(
耽
畝
〉

幸
い
に
三
男
二
女

に
恵
ま
れ
、
今
は
子

ど
も
た
ち
の
手
伝
い

や
孫
の
相
手
を
楽
し

み
に
過
し
て
い
ま

す。
七
十
六
歳
と
は
い

え
、
長
年
勤
め
て
い

た
松
山
の
会
社
は

昨
年
退
職
し
た
ば
か

り
。
と
は
い
え
、
特
別
技
術
が
認
め
ら
れ
て
か
今

だ
に
と
き
ど
き
仕
事
の
依
頼
の
声
が
か
か
り
、
う

れ
し
く
足
を
運
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
o

元
気
で
働

け
る
身
体
に
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

暴
飲
暴
食
を
し
な
い
。
沼
は
朝
昼
暁
少
々
。
ご

飯
は
茶
わ
ん
に
一
杯
。
お
か
ず
に
好
き
き
ら
い
な

し
o

食
後
や
一
体
、
れ
た
と
き
は
昼
寝
も
し
ま
す
。
夜

は
の
ん
び
り
新
聞
を
読
ん
で
夢
の
国
へ
o

ま
た
、
運
動
が
て
ら
ミ
カ
ン
作
り
(
約
八
十

本
)
、
花
作
り
、
野
菜
作
り
な
ど
に
も
い
そ
し
ん

で
お
り
、
、
白
分
の
つ
く
っ
た
こ
の
果
物
や
野
菜

ml出
ま

を

親

せ

き

や

子

ど

も

に

送

っ

た

iuぷ
持

り

持

っ

て

行

っ

た

り

す

る

こ

と

PJJパ
仔

も

私

の

楽

し

み

三

つ

で

す

0

1
い
ら
川
崎
二
男
が
今
、
家
を
新
築
中
の

鴻

γ台
業
た
め
毎
夕
見
に
行
き
、
完
成
し

一
点
一
ヤ
居
た
ら
裏
へ
物
置
き
を
作
っ
て
や

配

欝

凶

る

考

え

で

す

0
2、
夕
食
は

三
日
友
人
j

ー
と
た
い
つ
も
三
男
一

ω家
で
す
る
こ
と

や
お
嚇

λ

斗
こ
し

人

J
J

総

監

に

し

て

お

り

、

食

後

に

は

孫

と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
と
し
て
楽
し
み
ま
す
o

と
に
か
く
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
元
気
で
よ

い
お
じ
い
さ
ん
で
あ
り
た
い
も
の
と
念
じ
つ
つ
余

生
を
送
っ
て
い
る
私
で
す
。

仕

事

lて

精

根

山
根
浦
治
部
(
附
樹
〉

私
は
若
い
と
き
か

ら
グ
六
十
歳
に
な
っ

た
ら
仕
事
も
や
め
気

楽
な
余
生
を
送
ろ
う

H
H

と
自
分
な
り
に
老

後
の
設
計
を
立
て
て

い
た
つ
も
り
で
し

た
。
し
か
し
時
代
の

移
り
変
り
、
そ
し
て

想
像
も
し
な
か
っ
た
長
男
に
三
十
七
歳
に
し
て
先

立
た
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
っ
て
、
人
(
寸
も
大
黒
柱
的

存
在
に
あ
り
グ
私
は
年
寄
り
で
は
な
い
ん
だ

w
と

言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
「
こ
の
暑
い
の
に
、
は
か

ら
い
し
な
は
い
や
」
の
家
族
の
こ
と
ば
も
押
し
切

っ
て
畑
や
(
午
後
は
昼
寝
、
テ
レ
ビ
)
ウ
ニ
採
り

に
と
仕
事
ピ
精
根
を
傾
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と

進
ん
で
み
ん
な
の
中
へ

沖

野

要
(
州
杭
)

健
康
で
暮
せ
る
こ
と
の

幸
せ
を
四
人
の
子
ど
も
を

ま
た
、
主
人
を
亡
く
し

て
特
に
感
じ
る
ζ

の

恥

ご
ろ
で
す
。
で
も
人
訟

の
一
生
に
は
雨
あ
り

J
殺

風
あ
り
、
自
分
一
人
識

が
苦
し
い
の
だ
の
心
よ
い

は
持
つ
て
は
な
り
ま
せ

ん
o

世
の
中
を
見
つ
め

て
生
き
ま
し
ょ
う
o

子
ど
も
を
一
人
前
ピ
育
て
る

こ
と
は
人
の
務
め
の
第
一
。
そ
う
思
い
、
ど
う
や

ら
成
長
さ
せ
て
ホ
ッ
と
し
た
と
こ
ろ
で
私
は
老

人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
よ
い
人
ば
か

り
。
老
人
だ
か
ら
と
気
遅
れ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
進
ん
で
会
合
に
も
行
き
ま
す
。
若
い
人
や

にでの七り 泌除去円以泌 が勺匁円引 いなき
役何昔年の 藤議議議議議総議量産気設義援幸気つや
立かをの心 譲議藤議議翠欝譲護審議議議選岳ヤぎい分て若
ち 小 耳 私 lこ 盛時中山一一甲山一一ι ー由一

たさにのも 私は海が何よりも大好きで どなる人
いいし苦感す う れ と達
気こな楽番j Iこ る きの
持とがをし子年胃こ配小のではまか秘が集
ちのらだ、ど、をとし船楽く孫れ食け最い
で一、れ健も誕患、てがしれ達てぺつ良 lと
いつまよ康、生つま出あみるがいるでの招
つでだりに嫁日てた漁り。かどまだも幸か
ぱもまも注、をい、さな悩 ρ のすけあせれ
い世だ知意孫祝る十せがみそよののるでで
での長っし達っと数てらとれうで経よも話
す中生ててのて L年く家いがに、済うあ lこ
。のきい、思く%前れ族え何成 11 Iこでり夢
たをる七いれ かながばよ長今はす、中
めし波十やる毎らい心、りし後志。若 l乙

|切でグ ワら芸評夜持参ぎ をラのい子
る よ敬終 ミぬいど三、 むジもまと、
くい老り 丸山どがえ吉弘i ぶ だオとすも
しかはに ふ詰 f乙{本で。さ

てら~ ^仕事を終えて編物。ホッとす 過 探 す心ん
丈愛日今るひと ときです しに 0 をと
たのなの たも子明も
さこらおたに世たり いらてをきく毎どる話
いとぬ若い忘問いた少まのい見、な日もくせ
。ば年いとれの と い し 1電まな家い行さ持る

を rt方念、人一、で。話すがにのきんっこ
か行々ず楽々 人健も を。らいでまにこと
け事 lこ る しの暮康社 楽時 のる ミす はとの
でグ望ばい混しで会 し々漏とカ。き が楽
老。 Zか老かの余の み、みきンーら第し
人朝りり後し，，寂生た に子物も畑日わーさ
ωタまとを情しをめ 暮どなテのをれ 、を
心ーすす過のさ送に しもどレ草ーて 健味
を言。 。し中もりな てかしヒ引分も康わ



総
仕
上
げ
の
と
き

純

一
(
町
制
)

私
は
健
茂
第
一
主

義
者
一
、
三
白
分
に
適

当
一
次
労
倒
を
し
、
自

然
食
や
信
仰
生
活
に

も
気
を
配
っ
て
い
ま

返
す
。

議

健

康

と

い

う

の

は

圃

心

と
F

付
休
が
相
協
調

圃
し
て
健
全
ピ
働
い
て

圃
ゆ
く
状
態
を
い
い
、
バ
ラ
ン
ス
ト
J

山
れ
る
と
健
康

閣
を
失
う
の
で
、
私
は
心
づ
く
り
を
一
読
古
」
に
、

巴
身
体
会
つ
く
り
を
「
労
働
」
に
ゆ
だ
ね
て
い
ま
す
。

盤
心
と
体
を
一
つ
に
し
て
動
い
て
い
る
と
芥
し
み
も

笠
悩
み
も
消
え
て
、
自
然
に
健
康
が
与
え
ら
れ
る
よ

つ
で
す
o

で
す
か
ら
精
神
的
な
日
分
、
肉
体
的
な

と
こ
ろ
で
、
愛
媛

P
A

大
学
医
学
部
の
「
白

車
部
一
菊
会
」
を
ご
存
知
で

・1
か
?
、
私
は
最

-i
近
、
そ
一
の
会
員
に
な

i
，
り
ま
し
た
。
そ
し
て

持
奉
仕
必
心
を
養
い
、

麹
死
し
て
後
、
医
の
中
に
お
札
の
意
味
で
自
分
の
遺

習
体
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
o

私
の
体
は

盤
医
学
を
志
す
人
々
の
実
胃
研
究
の
材
料
な
の
で
す
。

園
大
学
へ
行
っ
た
と
き
、
度
胞
が
よ
い
と
ほ
め
ら

圃
れ
た
の
か
笑
わ
れ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
先

白

菊

会

司圃圃量密是年率翠鑑の老後

か芳私
。とえも庁

、るこ私
ち汗ゃんの
よ 1三なごを

つなと後
とっとグ

たを

~5 守

"'" 
i献

体

滝

本

サ
ト
(
叫
J

州

)

ゆ身るく イ3号 諮 三 3 ム 3 りは A ゆ白
きの努 i)j 為れ潟 、な今 く分

た 健 力 丸 山 、 機 縁 紋 変 遷 λ:三 一くのこを
い庚忌ム 、 日 、 とと
と警長希何よりも読書が好きで、部一句乙にく
忠理し望屋は本でいっぱいです 白 日 ろし認
つにむに lこ 兄 、て識
てはこ満てる人 FJH分揖あ っそ気こいし
i， ~よとち、と生し満でりこつれでれま、

まりなた位、ものでたあ孫孔過な農とす設
すーく王者た思総おさるあかしり生い。持
。層、防ちつ仕りれがりての活つ C冷

のそ w のご上、てた{士 ω い生にた /セ
心のを周いげいいめ宇私まきい悩 誌
がたつ図まのよるのあのすがそみ を
けめくにすといこ条り人。いしや jむ
をにり ρ 。きょと作で生 をん苦 が
しもあ明そで私 lこは、は !会でし け
て心げるしあの感十幸子 じおみ て

のち守 、二;〆〈 崎乃かる吠 ーち たと日
のがり ン 恨み 細よ話
楽おは 、:訟 λ かうを i与
し小数 ~ 長眠、 いなし成
み遣年 こ気て半
でい前家事仕事をするときが一番楽しい とが帰ば

しをに はしりの
よくおた立和 たった々まま暮考ま、医
うれ役らて服家くけ、しすすらえし私学
かまごこま 、応思て交く o -4 ずたた部
。す免れす 洋 の つ 損 i軍機そ旅こ、。ち学

o fこく 。報 1j:て傷事政しわとお な佼
そなら私す fjiいの故ででにだも んで
れ り い のべがまなにあ、はけし だ六
ち、 で仕てーすいはり心必をろ か勢
送今 す事自番。体特た身ず考く 偉の
いは。と分好 をにい共参え遊 〈先
た孫孫いでき 献気。 l乙加でん な生
もたのつ什。 じをま芳しいで つ方

ル
ー
プ
で

し

間
宮
チ
サ
子
(
草
川
)

第
一
に
健
康
で
な

く
て
は
幸
せ
は
つ
か

め
ま
せ
ん
。

引
は
早
く
起
き
、

で
き
る
だ
け
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

が
、
体
を
無
理
し
な

い
よ
う
に
も
心
が
け

て
い
ま
す
。
神
様
化

お
参
り
し
て
一
日
の

災
難
を
よ
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
ほ
か
、
友
達
と
一
一
一
討

に
神
様
の
お
ハ
ほ
そ
う
じ
な
ど
に
も
山
か
け
ま
す
。

あ
ま
り
年
が
閃
か
な
い
者
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

り
、
何
を
一
一
一
日
つ
で
も
腹
を
立
て
ず
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
教
え
合
い
、

h
M

三
よ
る
こ
と
を
披
掃
除
し

入
閣
関
係
を
よ
切
に

林

田

私
は
も
う
す
ぐ
七

十
歳
の
俗
に
言
う
老

人
c

し
か
し
、
私
は

老
人
と
い
う
ζ

と
ば

に
荻
抗
を
感
じ
る
。

余
り
好
き
な
こ
と
は

で
な
い
か
ら
で
す
。

で
も
世
間
で
は
私
を

老
人
と
言
う
で
し
ょ

う
。
少
々
悲
し
い
と

と
で
す
。
こ
ん
な
に
元
気
に
村
民
暮
ら
せ
る
秘
訣

は
一
審
簡
単
で
あ
る
が
、
銃
剣
正
し
い
生
活
を
法

る
乙
と
、
体
を
動
か
す
乙
と
。
私
は
体
を
動
か
す

一
つ
の
手
段
と
し
て
毎
日
列
車
に
四
十
分
程
揺
ら

れ
通
勤
し
て
い
ま
す
。
冬
は
寒
く
夏
は
岩
い
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
七
十
歳
の
休
に
は
こ
た
え
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
が
健
康
へ
の
糸
口
で
も
あ
る
と
尽
わ

はがた 、 対滋警察 ~λ 護ず が l て
然漁務日日 号ゲ

幸大め好 ~泌が忍弘 悩んし話
せ切?こか ぬ人 み てし
で で は 才L 線対 とつ一合
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口

駿

質

問

口

長
浜
町
議
会
第
二
回
定
例
会
で
は
、

頼
永
一
夫
、
新
盛
己
、
塚
木
弘
基
の
各

議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

英

知

結

集

し

運

動

公

園

建

設

を

頼
永
議
員
・
・
最
近
、
ち
ま
た
で
、
晴

海
の
昭
和
電
工
の
空
地
を
町
内
野
球
愛

好
者
の
野
球
場
と
し
て
使
用
で
き
る
ら

し
い
と
の
う
わ
さ
が
再
燃
し
て
き
で
い

る
が
、
理
事
者
は
ど
う
い
う
考
え
を
も

っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、
鍛
練

の
場
、
中
高
年
齢
層
の
健
康
管
理
の
場

と
し
て
長
浜
高
校
グ
ラ
ン
ド
を
鋭
意
に

開
放
、
合
わ
せ
て
同
校
の
ナ
イ
タ
ー
照

明
設
備
を
増
強
し
、
町
民
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

町
民
が
自
由
に
利
用
で
き
る
町
民
の

運
動
公
闘
の
建
設
を
要
望
し
た
い
。
財

源
不
足
か
ら
一
会
計
年
度
で
は
む
り
な

の
で
年
次
計
回
を
立
て
て
実
行
し
、
町

民
み
ん
な
の
英
知
を
結
集
し
な
が
ら
一

日
も
早
く
実
現
さ
せ
て
ゆ
く
、
べ
き
で
は

な
い
か
。

町
長
。
:
昭
和
電
工
の
工
場
建
設
予
定

地
に
つ
い
て
は
、
向
の
発
展
施
策
の
一

連
の
重
要
な
事
業
と
し
て
、
漁
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
深
い
ご
協
力

と
町
民
の
か
ね
て
か
ら
の
願
望
に
よ
り

臨
海
工
業
用
地
と
し
て
造
成
し
た
土
地

で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
土
地
は
ヱ
業

開
発
の
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
単
に

工
場
が
未
立
地
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
け
で
安
易
に
他
の
目
的

に
使
用
す
る
こ
と
は
、
諸
情
勢
を
判
断

し
た
場
合
適
当
で
な
く
、
現
在
の
と
こ

ろ
野
球
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

長
浜
高
校
の
夜
間
照
明
施
設
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
体
協
か
ら
の
申
し
出
も

あ
る
が
、
具
体
的
に
い
っ
、
ど
の
よ
う

@ 盤醸盤葱臨麹町議金 一 駿 質 問

に
付
け
ら
れ
る
か
は
学
校
当
局
、
県
教

委
な
ど
関
係
機
関
と
の
合
議
も
必
要

で
、
既
設
の
施
設
と
の
関
連
も
出
て
く

る
。
こ
れ
ら
を
十
分
に
検
討
し
て
、
早

い
機
会
に
完
成
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

運
動
公
閣
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
臨
海
工
業
開
発
と
合
わ
せ
て
構
想

の
中
に
盛
り
込
ん
で
き
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
、
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
な
の

で
、
具
体
化
す
る
た
め
の
今
後
の
問
題

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保

育

料

最

高

額

は

過

重

負

担

頼
永
議
員
:
保
育
料
は
田
川
、
在
、
階
層

が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
中
に
ま
た
年
齢

別
区
分
も
あ
っ
て
、
全
部
で
二
十
六
区

分
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
下
限
の
分

は
よ
い
と
し
て
も
、
上
限
の
分
で
一
人

当
り
三
万
八
千
円
も
出
し
て
い
る
こ
と

は
家
計
の
負
担
が
非
常
に
過
重
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
「
限
一

ω分
を
似

り
に
二
万
五
千
円
に
し
た
と
す
れ
ば
一

般
財
源
を
充
当
す
る
ζ

と
に
な
る
と
思

う
が
、
町
負
担
が
無
理
な
ら
国
の
措
置

費
の
増
額
を
要
望
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

町
長
・
:
町
の
保
育
料
は
一
応
、
国
の

政
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
乙
れ
に
基

づ
い
て
徴
収
金
額
の
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
非
常
に
差

が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
問
題
は
十
分
に

検
討
を
重
ね
、
改
定
に
つ
い
て
も
全
国

的
な
問
題
な
の
で
適
正
な
限
界
を
全
国

的
な
共
通
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
要

望
し
て
い
き
た
い
。

補

助

金

は

公

平

に

新
議
員
:
町
の
補
助
金
の
出
し
方
、

決
め
方
に
疑
問
を
持
つ
。
あ
る
組
織
や

団
体
に
強
い
力
が
働
く
と
そ
こ
に
は
金

が
出
て
、
発
言
権
の
薄
い
組
織
は
見
過

④
明
る
い
選
挙
運
動
の

は
じ
ま
り

明
る
い
選
挙
運
動
は
、
昭
和
二
ト
七

年
に
始
め
ら
れ
た
。

戦
前
の
選
挙
粛
正
運
動
は
、
こ
こ
に

姿
こ
そ
似
て
お
れ
、
こ
の
精
神
を
ま
っ

た
く
実
に
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
主
権
者
で
あ
る
と
い
う
志

私
達
で
明
る
い
キ
レ
イ
な
国
づ
く
リ

d 
o 

さ
れ
が
ち
に
な
る
。
全
体
の
予
算
の
使

い
み
ち
に
つ
い
て
も
そ
う
い
っ
た
傾
向

が
感
じ
ら
れ
る
が
、
理
事
者
、
監
査
委

員
は
相
手
の
組
織
や
運
用
が
ど
の
よ
う

に
な
さ
れ
、
補
助
金
が
ど
う
使
わ
れ
て

い
る
か
追
跡
調
査
な
ど
を
行
っ
て
町
民

の
要
望
に
公
平
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う

努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
:
こ
指
摘
の
よ
う
に
、
補
助
金

の
運
用
に
つ
い
て
は
地
域
、
住
民
の
要
望

を
満
た
す
た
め
常
に
公
平
に
執
行
し
、

し
か
も
、
平
川
併
に
活
用
す
る
こ
と
で
効

果
を
上
げ
て
ゆ
き
た
い
。
現
在
の
よ
う

な
経
済
情
勢
の
変
化
の
中
で
は
、
住
民

の
要
望
は
多
種
多
様
化
し
て
き
て
お
り

こ
れ
ら
に
こ
た
え
て
ゆ
く
た
め
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
補
助
制
度
や
町
単
独
補
助

な
ど
を
有
効
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
不
公
平
を
是
正
し
、
地
域
住
民

識
が
、
あ
い
も
変
ら
ぬ
汚
濁
選
挙
の
実

態
に
抵
抗
し
始
め
た
と
い
え
よ
う
。

当
時
、
平
和
条
約
成
立
後
初
の
総
選

挙
を
ひ
か
え
て
悪
質
な
事
前
運
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
国
民
の
聞
で
は
、
こ

の
ま
ま
放
っ
て
お
け
な
い
、
選
挙
を
何

'

9

と
か
し

{

芋

九

時

い

な

け

れ

コE
M叫ん
〆
J
V

ば
と
い

忽
が

ud--」

う

声

が

汚

う

一

組

問

幽

し

だ

い

庁
ケ
ト

ι

喫
必
酎
引

v
b
惑

に

強

く

議

議

擬

望

日

%

を

警

な

り

、

t、
知

{
J
為

嘩

選

挙

界

豆
一
一
義
一
間
F
日
目

V

の
腐
敗

J
H

還す
J
U
J
J
鑓
墜
落
、

k

e

h

翠

特

に

悪

f
J
y
i
z
L懸
賞

な

事

R

霞
警
富
農
峰
前
運
動

に
対
し
て
強
い
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。

こ
の
時
に
当
た
っ
て
一
大
国
民
運
動
を

展
開
し
、
正
し
く
明
る
い
選
挙
を
し
よ

う
と
呼
び
か
け
が
前
田
多
聞
な
ど
有
志

に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
一
一
一
一
口
論
、
実
業
、
経

済
婦
人
等
各
凶
作
の
全
面
的
な
支
持
を
受

け
て
昭
和
二
十
七
年
六
月
四
目
、
「
公

の
要
望
に
こ
た
え
て
い
く
と
い
一
つ
こ
と

で
取
組
ん
で
い
る
。

観
光
行
政
の
充
実
を

塚
木
議
員
・
:
長
浜
町
の
経
済
不
娠
は

商
活
街
の
購
買
力
の
低
下
に
象
徴
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
観
光
面
一
つ
を
取

り
上
げ
て
み
て
も
、
沖
浦
観
音
大
祭
の

衰
退
、
魅
力
が
薄
れ
客
足
が
遠
の
く
水

族
館
な
と
の
問
題
が
あ
る
。
当
町
は

山
、
川
、
海
あ
り
で
非
常
に
自
然
条
件

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
最
長
の
条
件

を
生
か
し
て
、
四
季
を
通
じ
客
の
足
を

長
浜
に
向
け
る
観
光
行
政
も
必
要
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
購
買
力
を
喚
起
す
る
と

か
長
浜
町
の
経
済
を
潤
す
と
い
う
一
方

法
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
・
:
経
済
不
況
は
国
際
的
な
大
き

な
問
題
で
、
今
す
ぐ
に
是
正
で
き
る
持

明
選
挙
連
盟
」
の
結
成
と
な
っ
た
。

発
足
に
あ
た
っ
て
定
め
ら
れ
た
連
盟

の
運
動
基
本
要
綱
の
趣
旨
、
目
標
な
ど

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

て
こ
の
運
動
は
心
あ
る
国
民
の
問

か
ら
廃
り
上
が
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ

て
、
お
互
い
の
実
践
を
通
じ
て
政
治
の

刷
新
改
善
宇
一
図
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
、
こ
の
運
動
は
心
あ
る
国
民
が
一

致
共
同
し
て
趣
旨
の
徹
底
を
期
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
い
た
ず
ら
に
他
の
罪

を
数
え
、
他
の
攻
撃
に
堕
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

三
、
こ
の
運
動
は
広
く
同
憂
同
志
を

求
め
て
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

己
か
ら
他
ヘ
、
小
か
ら
大
へ
と
、
地
域

職
場
の
浄
化
粛
正
に
努
め
る
こ
と
。

四
、
こ
の
運
動
は
政
府
、
政
党
と
は

何
の
か
か
わ
り
も
な
い
純
一
無
雑
な
も

の
で
あ
る
か
ら
、
一
党
一
一
郎
に
偏
し
た

り
、
あ
る
い
は
個
人
や
団
体
、
地
域
、

職
域
の
利
己
的
打
算
に
利
用
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
目
的
に
よ

り
、
明
る
い
選
挙
運
動
が
始
め
ら
れ

た
o

(

つ
づ
く
)
(
「
啓
発
運
動
の
す
す

め
方
」
か
ら
抜
す
い
)

効
薬
的
な
も
の
は
見
つ
か
ら
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
o

し
か
し
、
当
町
一
に
は
す

べ
て
の
生
産
力
の
増
強
が
真
の
救
済
措

置
と
考
え
補
助
や
負
担
を
進
め
て
い

7
J
o
 商

工
業
振
興
の
要
因
は
や
は
り
消
費

人
口
の
拡
大
で
、
し
か
も
、
定
着
し
た

人
口
の
増
大
が
基
本
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も

基
本
構
想
に
基
づ
く
開
発
に
一
層
の
努

力
を
払
い
、
英
断
を
も
っ
て
目
的
達
成

の
実
現
を
図
る
以
外
に
最
善
の
打
開
策

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
行
攻
に
つ
い
て
は
、
こ
指
摘
の

よ
う
に
い
ろ
い
ろ
資
源
も
あ
る
が
、
人

の
流
れ
を
ど
う
作
り
上
、
げ
る
か
が
基
本

に
な
っ
て
く
る
の
で
、
広
域
的
な
青
写

真
の
中
一
L
-
」
の
こ
と
を
中
心
に
構
想
を

練
っ
て
ゆ
き
た
い
。
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正

山

E

}

3

L

E

4

間

一

附

一

同

腕

一

i

f

[

置

τ
-
E
E
J
J
1ノ
八

リ

r
ト

;

-

M

川

一

使

川

分

約

回

目

'一U
一

水

川

理

一

一

一

一

一

ど
…
の
用
二
宮

1
量

の

価

…

九

一

民

活

¥

町

の

用

り

京

一

戸
、
一
町
生
J
(

り

使

当

日

一

=
コ
一
浜
{
当
均
戸
市
品
川

cu
一

長

山

戸

平

1

給

-

A

目

一

1

日

一

k

ヘミグ

i
1
3
一

売
~
§
-
7
3
「
し
内
心
一
一
一

医

学

の

発

展

@

佳

一

議

州

、

E

J

4

E

5

一

任

r
r
G

歩

、

医

学

を

よ

り

悶

/

さ

x
h
r
-
c
l一

実
の
も
の
と
し
て
ゆ

く

陰

に

は

、

基

礎

医

抱

き

な

が

ら

も

、

周

囲

の

好

意

に

満

ち

学

者

た

ち

の

日

夜

た

た

温

か

い

日

を

背

に

受

け

て

、

た

ゆ

ま

ゆ

ま

な

い

研

究

が

あ

り

ま

す

。

そ

の

基

ざ

る

努

力

を

つ

づ

け

、

健

常

者

の

師

表

礎

医

学

者

た

ち

の

医

学

教

育

の

基

礎

と

と

な

っ

て

い

る

人

々

も

少

な

く

あ

り

ま

な

る

解

剖

学

の

実

習

に

は

、

模

型

で

も

せ

ん

o

し
か
し
な
が
ら
、
就
職
希
望
者

標
本
で
も
な
い
本
物
の
人
体
が
必
要
で
「
身
体
障
害
者
一
転
用
促
進
法
」
が
制
職
場
適
応
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
の
す
べ
て
に
職
場
ふ
」
確
保
し
福
祉
の
向

す
o

定
さ
れ
て
十
六
年
。
公
共
職
業
安
定
所
障
害
が
あ
る
ゆ
え
に
就
職
と
い
う
一
上
を
図
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
に
は

愛
媛
大
学
医
学
部
で
は
、
こ
の
た
め
で
は
、
関
係
機
関
や
事
業
主
の
理
解
般
社
会
復
帰
に
対
す
る
大
き
な
不
安
と
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

の
人
体
(
ご
遺
体
)
を
提
供
し
て
い
た
と
協
力
を
得
て
心
身
障
害
者
の
雇
用
と
新
し
い
職
場
に
対
す
る
心
理
的
不
安
を
こ
の
た
め
、
関
係
行
政
機
関
や
各
種

gミ
3
2弘
Eグ
d

、184也、pf%IFも
36@、JFKも
ph、zrtも
nyhJf1rtqEF私、SF九
pd割、Jt弘

司

tfhtV236eaも
Ei‘zueph屯
8944dF弘、Epgkh
，fhEJt、5@ー
も

gft弘
AJも
163tpJf、gpa=braaG1J2612tヨ
1・Jミ
Eω11・rtLPf1r0・、Ieau

守

ら

れ

な

い

特

¥

抗

日

日

比

七

二

町

肘

危

険

、

は

み

出

し

杉

一

担

一

れ

れ

れ

は

印

刷

r
完
投
ロ
リ
…

¥
J
L
r
己
し
、
ま
た
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
直
ち
声
目
私
は
自
転
車
で
通
勤
し
て
い
る
う
で
す
。
同
公
比
は
、
昨
今
は
雑
草
刈
~

刀
ア
ン
処
理

4

u

b

三
宅
に
汚
物
の
処
理
、
そ
の
他
必
要
な
処
置
者
で
す
が
、
ム
ム
さ
ん
宅
の
杉
垣
が
仲
り
や
道
路
の
補
修
な
ど
が
行
わ
れ
て
大
)

を
と
る
こ
と
」
と
あ
り
、
町
で
も
こ
の
び
過
ぎ
て
道
路
に
は
み
出
し
て
お
り
、
変
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
J

件
に
つ
い
て
は
再
一
二
、

L
N
V
一m抗

議

yrv
対
向
車
が
あ
る
と
一

Z
J」

非
常
際
、
夏
季
だ
け
で
も
復
活
さ
れ
て
は
と
J

有

線

放

送

な

ど

で

注

意

さ

j
hィモ

F
¥
唱
に
危
険
を
感
し
ま
す
。
え
ん
と
考
え
ま
す
。
夜
間
や
未
明
に
散
歩
す
る
一

いく
v
p
y
k
r
L
〉

、

，

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
ペ
ザ
バ
三
与
必
タ
号
て
刀
し
て
く
だ
さ
い
:
一
通
行
人
の
に
ど
れ
ほ
ど
便
利
で
あ
る
か
わ
か
円

が

、

な

か

な

か

守

ら

れ

説

法

務

長

瀧

お

答

え

交

通

安

全

上

i
り
ま
せ
ん
0
4
考
慮
し
て
み
て
と
だ
さ
~

ず

困

っ

て

い

る

わ

け

で

長

容

心

投

思

議

題

と

し

て

警

察

岩

口

氏

に

も

同

一

甘

い

。

一

室

付

人

V

す
o

d

J

快
活
必
一
凶
淡
な
し
て
も
ら
い
ご
指
摘
の
場
所
お
答
え
廃
灯
に
し
た
わ
け
で
は
な
一

こ
の
こ
と
は
、
飼
い
ぷ

F
E
獲得
Z
調
査
し
た
と
ζ

ろ
、
確
か
に
く
、
電
灯
が
故
障
に
な
っ
て
い
る
の
に
~

主

の

方

の

モ

ラ

ル

(

道

ザ

忘

れ

思

議

危

険

性

が

あ

り

ま

す

の

で

三

気

付

き

ま

せ

ん

で

、

主

主

主

三

徳
)
の
問
題
で
も
あ
る
…
む
な
泌
対
話
怠
察
暑
か
ら
喧
押
し
て
い
た
だ
き
か
け
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
修
理
を
し
}

わ
け
で
す
が
、
私
た
ち
戸
川
総
保
渋
符
治
不
明
机
vw
…F
N
ま
し
た
o

道
路
は
み
ん
な
の
も
ま
し
た
。
今
後
と
も
お
気
付
き
の
点
お
山

の
町
を
み
ん
な
で
清
潔

J

ヘ
怠

u
w

一i
v
m

…wの。
お
互
い
に
広
く
き
れ
い
に
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。

E
C
r
r
t
d
 

で

美

し

い

町

に

し

て

ゆ

、

安

全

に

利

用

で

き

る

よ

う

心

が

l

i

l

l

-

パ
コ
は

く
た
め
に
、
地
域
の
問
題
と
し
て
も
取
け
ま
し
ょ
う
。

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
監

視
の
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

唱零霧罪F翠髪翠翠葱密議~臨誇!ii!isIれぷナ曇惨酎政のと場

だ
く
「
白
菊
会
」
の
会
員
を
謹
ん
で
集

っ
て
い
ま
す
。

お
預
り
す
る
こ
遺
体
は
、
生
前
か
ら

同
医
学
部
に
予
約
登
録
し
て
い
た
だ
く

の
が
大
部
分
で
、
白
菊
会
は
、
自
分
の

遺
体
を
正
常
解
剖
に
捧
げ
る
こ
と
に
よ

っ
て
医
学
へ
の
貢
献
を
現
実
の
も
の
に

し
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
の
方

が
集
っ
て
誕
生
し
た
も
の
で
、
現
在
会

員
数
は
百
八
十
七
人
(
町
内
か
ら
女
性

一
人
)
ピ
及
ん
で
い
ま
す
。

医
学
の
絶
え
ぎ
る
進
歩
、
私
た
ち
人

類
の
生
命
や
健
康
の
保
障
の
た
め
に
も

こ
の
問
題
が
い
か
に
緊
要
で
あ
る
か
を

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
世
の
識
者

方
の
ご
協
力
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
参
考

資
料
は
、
温
泉
郡
重
信
町
大
字
志
津
川

愛
媛
大
学
医
学
部
愛
媛
大
学
白
菊
会
事

務
所
(
電
話
0
8
9
9
@
6
4
G
5
1

1
1
内
2
0
1
1
)
へ
こ
連
絡
い
た
だ

け
ば
お
送
り
し
ま
す
o

(
愛
媛
大
学
白
菊
会
)

9
月
は

身
障
害
者
一
雇
用

芦
:
下
須
戒
の
大
陰
付
近
の
県
道
や

歩
道
橋
に
は
犬
の
フ
ン
が
多
く
と
て
も

不
潔
で
環
境
衛
生
上
好
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
人
間
に
散
歩
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
犬
が
排
せ
っ
し
た
も
の

で
、
当
然
飼
い
主
の
責
任
に
お
い
て
始

末
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
通
学
路
で
も
あ
る
の
で
、
少
し

で
も
明
る
い
、
気
持
ち
の
よ
い
道
に
す

る
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

u
一
通
行
人

お
答
え
:
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
他

の
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
苦
情
が
出
て

お
り
好
ま
し
く
な
い
状
態
で
す
。

「
愛
媛
県
犬
の
危
害
防
止
条
例
し
で

も
「
飼
い
犬
が
学
校
e
病
院

Q

公
園
図

選

強

調

月

間

復
活
さ
れ
た
い
住
吉

公
園
頂
上
の
電
灯

声
:
長
浜
の
住
吉
公
開
頂
上
に
設
置

!し--，
ナニホ l 

o ホ;

l! 
しー

は
お
や
す
み

し
ま

団
体
な
ど
と
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
も

九
月
を
「
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
強
調

月
間
」
と
定
め
て
、
心
身
障
害
者
の
一
雇

用
促
進
を
国
民
的
運
動
と
し
て
全
国
的

に
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
月

間
中
、
公
共
職
業
安
定
所
で
は
事
業
所

を
訪
問
し
て
の
雇
用
相
談
@
指
導
の
ほ

か
、
心
身
障
害
者
の
職
業
自
立
に
つ
い

て
の
相
談
、
各
種
の
援
護
助
成
制
度
の

相
誌
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
と
と
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。台

風
情
報
は
つ
づ

簡
こ
う

可 2・
l_ 

さ
わ
や
か
な
初
秋
も
中
旬
を
す
ぎ
る

と
台
風
の
心
配
で
す
。
い
ま
ま
で
の
経

験
か
ら
い
っ
て
、
台
風
は
必
ず
と
は
い

わ
な
い
ま
で
も
、
や
っ
て
く
る
も
の
と

覚
悟
だ
け
は
し
て
お
ま
ま
し
ょ
う
。

台
風
情
報
は
そ
の
つ
ど
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
本
土
か
ら

ま
だ
遠
い
南
方
洋
上
に
あ
る
と
き
に

は
、
い
っ
、
ど
こ
へ
上
陸
す
る
か
は
っ

き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
い
た
い
現
在

の
位
置
と
速
度
を
計
算
し
て
こ
こ
か
ら

こ
の
範
間
・
と
い
っ
た
程
度
し
か
予
報

で
合
な
い
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
か

ら
、
台
風
情
報
は
つ
づ
け
て
聞
く
よ
つ

に
し
ま
し
ょ
う
。

い
ら
ま
よ
う

町
内
で
夕
、
パ
コ
を
買
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で

五
十
一
年
度
に
は
二
千
百
五
十
八
万
四
工
百
円
の
タ

バ
コ
消
費
税
が
町
の
台
所
に
入
り
ま
し
た
。
今
後
も

タ
バ
コ
は
町
内
で
・
。
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昭和51年目月号越盤璽翻

酒
が
運
転
に
及
ぼ

す
影
響

。
視
力
が
正
常
に
働

か
な
く
な
る

。
反
射
動
作
が
に
ぷ

く
な
る

。
緊
張
度
が
に
ぷ
く

な
り
大
胆
な
運
転

を
す
る

。
疲
労
運
転
と
な
る

参
考
ま
で
に
:
・

配
達
で
忙
し
い
酒

類
販
売
業
者
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡

事
故
は
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と
で
す
。
沼
が

も
た
ら
す
影
響
を
よ
く
自
覚
し
て
い
る

か
ら
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
町
か
ら
飲
酒
運
転
、
無
謀

運
転
者
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
乙
れ
も

グ
楽
し
く
住
み
よ
い
町
ゃ
つ
く
り
M
M

の
た

め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
す
。

F

つ

飲酒運転

そく

軍護霊霊室翠翠霊童種選藍趨霊趣

卒
中
小
中
小

~l記

交
通
安
全
優
良
事
業
所
で

伊
予
一
長
浜
郵
便
局

古
品

伊
予
長
浜
郵
便
局
は
、
安
全
運
転
管

理
者
制
度
を
よ
く
理
解
し
、
事
業
所
内

全
員
が
一
致
協
力
し
て
適
正
な
安
全
運

la: 

転
管
理
に
努
め
、
交
通
安
全
の
推
進

と
交
通
事
故
の
防
止
に
多
大
な
功
労
が

あ
っ
た
昭
和
五
十
年
度
優
良
事
業
所
と

し
て
、
こ
の
七
月
五
日
大
洲
市
で
聞
か

れ
た
大
洲
市
"
喜
多
郡
安
全
協
会
運
転

管
理
者
総
会
の
席
上
、
愛
媛
県
警
察
本

部
長
と
愛
媛
県
安
全
協
会
運
転
管
理
者

連
絡
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た。
同
郵
便
局
員
は
昭
和
四
十
六
年
十
二

月
二
十
日
に
交
通
事
故
永
久
絶
滅
宣
言

を
し
て
か
ら
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
て
い

じうこe"い設乙λ

'，-

o ~嘆さ3
1老 四 冷 : ク オ 浜 伊 目 資 才
ム人台蔵電ランラ予官長み
白ホを庫気ブズイ長 ~"'J

山
間
へ

O
出
海
の
豊
田
中
山
重
さ
ん
六
七
)

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
@
エ
ピ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
!
(
十
万
円
相
当
)
を
出
海

小
学
校
へ

ま
す
o

私
た
ち
の
大
切
な
郵
便
物
が
、

こ
の
よ
う
な
職
員
の
手
で
安
全
に
運
ば

れ
る
乙
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
乙
と
で

す
ね
。浪

本

書

記

補

長
浜
町
役
場
税
務
課
の
浪
本
忠
則
書

記
補
は
県
税
の
賦
課
徴
収
に
積
極
的
な

功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
七
月
二

十
日
に
愛
媛
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

y.土
中口

婚
7月長浜町役場周出分(敬有;l1a)

半月のトップは

松本利雄チサ子さ/しのカッ7うレ
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寿

藤
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英

久

池

浦

篤

美
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秀

男

野

村

照

男

河

野

保

後

藤

世

紀

池

田

寿

彦

等
々
力
武
男

松

本

春

明

中

野

健

蔵

中

野

健

蔵

宮

岡

洋

征

友

田

逸

朗
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郎り

住

所

氏

名

長
浜
浅
田
焼
治
郎

戒
川
川
洲
ナ
ツ
ヨ

長

浜

名

和

カ

ホ

号
一
茂
松
本
カ
ズ
ヱ

長

浜

友

石

恒

白

滝

崎

岡

喜

一

白
諸
大
田
ウ
メ
コ

長
浜
西
国
設
志
雄

白

花

岡

イ

ト

ノ

長
浜
重
松
治
三
郎

長

浜

山

口

均
ア
見
届
出
分
(
敬
称
略
)

死
亡
時
年
齢

(八

O
)

(
七
一
ニ
)

(
七
二
)

〈
七
一
ニ
)

(
六
八
)

(
五
一
)

(
六
五
)

(
五
六
)

(
八
一
)

(
七
二
)

(三

O
)

幅縮関瞬間広報器

秋立って夏をふりかえる。日本

国中の海水浴場は人入、人でいっ

ぱい。それでも足りず日曜などは

海水浴場以外の浜辺で人の下りら

れる所はーか所の空き地もないの

はわが沖浦から出海へかけての海

岸を見ても分る&日本は狭い所

へ 1億 1千 30 0万人の人が住み

年々 150万人程度増えている上

に半分近くが大学に入るようにな

り、本来利口で器用な上lこ教育の

普及が世界ーというのだから、例

えて見れば知恵の国まりみたいな

ものである&それだから狭いヒ

に何一つ資源のない環境でも今日

の物質的な豊かさの生活を築いた

のであろうが、さて乙れから後が

多少気にかかる A 多くの人々は

食糧とエネルギー資源と公害や自

然破壊を問題としているようだが

それもさる ζ とながら人間がこの

ように増え続け、現在のような思

想や教育がそのまま延長されるな

らば、日本人は次第に群集化し、

無秩序の群集人聞のみ多く、秩序

ある団体人間というものが減少し

て始末におえぬ社会lとなりはしな

いかという恐れがある&道徳教

育とか強力な画一的団体訓棟など

は、とかく敬遠されているような

風潮だが、真夏の海浜の雑とうを

還して日本の将来l乙思いをはせる

と秋の涼しさとは別に肌にうすら

寒いものを覚えるような気がする

のである。

住

所

氏

名

婚
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居

時

年

齢
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『

戒

川

松

本

利

雄

(

二

二

)

〈

早

川

浦

山

田

チ

サ

子

会

二

)

ジ
「
長
浜
鶴
崎
直
行
(
一
三
ハ
)

〈

戸

長

浜

鶴

崎

敏

江

(

二

六

)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

フ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

沖

浦

浜

田

史

朗

長

女

久

美

沖

浦

久

保

寅

男

長

男

範

恭

編

集

後

記

「
敬
老
は
一
日
な
ら
ぬ
年
中
行
事
」

正
に
そ
の
通
り
で
あ
り
、
確
か
に
取

り
立
て
て
グ
敬
老
H

H

H

敬
老
U
H

と
騒
ぐ

の
も
不
自
然
な
話
で
は
あ
り
ま
す
o

し

か
し
、
と
い
っ
て
も
、
や
は
り
そ
の
取

り
立
て
て
の
敬
老
も
や
ら
な
い
よ
り
は

や
っ
た
方
が
よ
い
。
つ
ま
り
、
年
中
敬

老
で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
年
に
一
度
く

ら
い
は
こ
の
問
題
を
大
き
く
深
く
み
ん

な
で
考
え
て
み
る
こ
と
も
十
分
に
大
切

な
こ
と
・
、
と
い
う
こ
と
で
、
本
紙
で

に
毎
年
九
月
号
を
そ
の
と
き
と
し
て
特

集
し
て
い
ま
す
。
若
い
あ
な
た
も
、
や

が
て
く
る
そ
の
と
き
の
た
め
に
ご
一
読

を
、
そ
し
て
、
よ
き
敬
老
者
ピ
・
・
。

さ
で
、
次
号
は
町
の
条
例
に
基
づ
き

昭
和
五
十
年
度
の
長
浜
町
の
財
政
の
状

況
を
公
表
し
ま
す
。
大
切
な
こ
と
で
あ

る
の
は
皆
さ
ん
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
あ
ま
り
興
味
を
そ
そ
ら
な
い
記
事

と
し
て
定
評
の
あ
る
記
事
で
す
の
で
、

な
る
べ
く
楽
し
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
工
夫
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
:
。

人間世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

1
8月 1日現在(前月との比較

口kdjj;;山2詰)
世帯数 I3，913世帯 l 2世帯増

人繍


